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５
月
31

日
、
足
立

区
議
会
は

臨
時
議
会

が
開
催
さ

れ
、
新
議

長
に
古
性

重
則
（
自
）
、
新
副
議
長
に
前
野

和
男
（
公
）
両
議
員
を
選
任
し
ま

し
た
。
ま
た
、
民
主
党
が
無
会
派

（
へ
ん
み
議
員
）
と
統
一
会
派
を

結
成
し
、
日
本
共
産
党
と
同
じ
７

名
の
議
員
団
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
度
の
日
本
共
産
党
議
員
の

委
員
会
配
置
は
別
表
の
と
お
り
で

す
。

（
◎
は
委
員
長
、

○
は
副
委
員
長
）

文
教
委
員
会

建
設
委
員
会

厚
生
委
員
会

産
業
環
境
委
員
会

区
民
委
員
会

総
務
委
員
会

○
ぬ
か
が
和
子

○
浅
子
け
い
子

鈴
木
け
ん
い
ち

◎
針
谷
み
き
お

橋
本
ミ
チ
子

さ
と
う
純
子

伊
藤
和
彦

お気軽にお電話をください。相談は無料。法律

相談は弁護士を紹介します

●日本共産党区議団 3880―5770

●伊藤和彦 自宅 3859―6952

●携帯電話 070-6642―2851

本会議で発言する伊藤和彦区議

【
第
２
回
定
例
会
の
議
会
日
程
】
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Ｕ
Ｒ
は
民
営
化
す
る
の
で
は

な
く
公
共
住
宅
と
し
て
充
実
を

民
主
党
政
権
が
４
月
に
行
な
っ
た

｢

事
業
仕
分
け
」
で
は
、
都
市
再
生
機

構
（
Ｕ
Ｒ
）
の
賃
貸
住
宅
は
「
市
場

家
賃
部
分
は
民
間
に
移
行
す
る
方
向

で
整
理
」
す
る
と
結
論
づ
け
ら
れ
ま

し
た
。

日
本
共
産
党
は
衆
院
国
土
交
通
委

員
会
で
（
５
月
１
８
日
穀
田
恵
二
議

員
）
「
事
業
仕
分
け
」
の
Ｕ
Ｒ
（
都

市
再
生
機
構
）
に
関
す
る
結
論
が
民

間
移
行
な
ど
に
な
っ
た
こ
と
を
批
判

し
、
売
却
・
削
減
計
画
を
撤
回
す
る

よ
う
迫
り
ま
し
た
。

Ｕ
Ｒ
の
事
業
仕
分
け
の
議
論
で
は
、

仕
分
け
人
ら
が
住
宅
政
策
の
視
点
が

な
く
公
共
住
宅
と
Ｕ
Ｒ
賃
貸
の
違
い

も
理
解
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
指

摘
し
認
識
を
問
い
ま
し
た
。

国
土
交
通
大
臣
は
「
事
業
仕
分
け

（
の
結
論
）
は
全
部
、
義
務
・
責
務

と
し
て
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
こ
と
で
は
な
い(

穀
田
議
員
）
と

か
な
り
問
題
意
識
は
共
有
す
る
部
分

が
あ
る
。
見
直
し
は
や
っ
て
い
く｣

と

答
え
ま
し
た
。
し
か
し
、
Ｕ
Ｒ
は｢

官

が
や
る
べ
き
も
の
な
の
か
」
「
い
く

ら
で
売
却
で
き
る
の
か｣
｢

解
体
的
な

見
直
し｣

な
ど
と
く
り
返
し
発
言
す
る

な
ど
民
営
化
に
拍
車
が
か
か
っ
て
踏

み
出
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。
Ｕ
Ｒ
の

民
営
化
は
も
と
も
と
自
公
政
権
か
ら

の
も
の
で
、
国
民
の
批
判
で
「
先
送

り
」
し
て
き
た
も
の
で
す
。

Ｕ
Ｒ
の
削
減
・
売
却
計
画
は

中
止
を
、
家
賃
軽
減
せ
よ

日
本
共
産
党
・
小
池
あ
き
ら
参
議

院
議
員
は
、
こ
と
し
２
月
に
い
ち
早

く
国
交
省
に
申
し
入
れ
し
ま
し
た
。

Ｕ
Ｒ
な
ど
の
独
立
行
政
法
人
の｢

事
業

仕
分
け｣

に
関
し
て
民
営
化
で
は
な
く

公
共
住
宅
と
し
て
充
実
さ
せ
る
こ
と
、

家
賃
値
上
げ｢

当
面
延
期
」
措
置
の
継

続
を
。
３
年
ご
と
の
値
上
げ
や
市
場

家
賃
は
や
め
、
負
担
能
力
を
考
慮
し

た
制
度
に
。
高
齢
者
、
障
害
者
、
子

育
て
世
帯
へ
の
家
賃
軽
減
や
支
援
を
。

賃
貸
住
宅
を
１
０
年
で
８
万
戸
も
削

減
す
る
計
画
は
中
止
を
。
契
約
を
一

方
的
に
打
ち
切
る｢

定
期
借
家
制
度
の

撤
回
」
を
求
め
ま
し
た
。

Ｕ
Ｒ
住
宅
の
民
営
化
は
、
安
心
し

て
住
み
つ
づ
け
ら
れ
る
住
宅
に
す
る

か
ど
う
か
の
重
大
な
岐
路
で
す
。
力

を
合
わ
せ
て
や
め
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

(

伊
藤

和
彦
）

５月２９日、東京都消防庁・足

立区合同の「住民参加の水防訓練」に来賓として

参加。「都市型水害をなくしたい」の決意を新た

にしました。

５月２６日、日本共産党大田区議団主催の下請・中小企

業懇談会が開かれ、足立区議団も中小企業はまちの宝、日

本経済の根幹として施策づくりに活かすため参加しました。

写真中央は志位委員長、小池あきら議員。

土
嚢
は
20
〜
25
㎏
。
大
変
重
く
、

い
ざ
と
い
う
時
に
活
用
で
き
る

対
策
の
重
要
性
を
痛
感

住
民
参
加
で
民
家
の
土
嚢
積
み

上
げ
訓
練
も
実
施

訂
正

先
週
の
伊
藤
ニ
ュ
ー
ス
８
８
１

号
、
地
デ
ジ
記
事
は
２
０
１
１
年
７
月

２
４
日
に
訂
正
し
ま
す
。

外壁工事が行われるＵＲ花畑団地


